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第54話　スタジオ夜話（番外編）

サウンドドラマの制作
（音声調整卓）Ⅳ　扱い方？　

☆　はじめに

　9月半ばを過ぎて連休では大型の台風日
本縦断で各地に被害がでました。このとこ
ろ異常気象が続いています。これから秋も
深まり本来とても良い季節なのですがどう
なることやら、読者皆様にとって良い季節
でありますように願っています。
　さて今回のスタジオ夜話「番外編」は予
定どうり音声調整卓の扱い方？についてス
タジオ夜話的にお話しします。前号でもふ
れましたがテクノロジーの進化がもたらし
た様々な変化は少なからずミキシング技術
や音声調整卓の機能に影響して当然です。
　本質的な目的や問題は変わらずともその
制作過程での様々なアプローチは大きく変
化しました。そこで今回は具体的な制作上
の問題に触れ音声調整卓の機能的側面やミ
キシングテクニックについてお話しします。
賛否多いお話になるかとも思いますがお付
き合いのほどよろしくお願いいたします。

☆�アナログとデジタルでは録音レベル設定
が違って当たり前！
　以前スタジオ夜話でも少し触れた問題で
すが、かつてアナログ時代はSN比との
闘いでピーク録音を心掛けミキシングして
いました。ピーク収録した素材をレベルを
下げて使う方向で、結果素材音に含まれる
雑音レベルを可聴レベル以下に持って行こ
うという録音方法でした。大きな音は歪ま
ないようにピークぎりぎりに収まるように
HA（ヘッドアンプ）入力前に減衰器（ATT）
を入れました。これで当時のレコーダーの
SN比でも何とかものになる録音が可能と
なりました。当時の高性能な業務用テープ
レコーダーのトラックあたりのSN比はせ
いぜい55dB〜良くても60dB程度です。
エンジニアの技量がかなり重要要素を占め
ていました。中には録音時に収録する音源

によってはレコーダーのバイアス調整にま
でこだわるエンジニアもいましたまたイコ
ライジングもトラックダウン時にするので
は無く収録時に行っていたこともあります。
　しかし今日のデジタル機器の世界では
SN比、周波数特性など当時とは比べもの
にもなりません。はたして今日でも当時と
同じ録音レベル設定で良いものなのでしょ
うか？

1）HAとピークインジケータを考える。
　アナログ時代HAの入力時にHAの入力
オーバーを表示するためにピークインジケ
ータが入力段に付いていました。お粗末な
回路構成でしたが結構役に立っていました
VU計やピーク計はHA出力段あるいはフ
ェーダーコントロール段以降のレベル監視
用でした。スチューダー社の初期のデジタ
ル卓ではディスプレー上のクリック操作で
好みの位置でのレベル監視が出来、なかな
か便利なものでした。しかしスチューダー
社に限らずマイクロフォン出力をHA前で
直接監視できる機能を持った機器は筆者は
知りません。（筆者が無知）測定器レベルで
はマイクロフォンの直接レベル監視が可能
なのですが、通常音声調整卓にはインジケ
ータ程度で正確な入力レベル（マイクロフ
ォン出力）の監視が出来ません。この段階
でHAの入力最適レベルを監視するという
のはどうでしょうか？また現在のデジタル
音声調整卓はこのHA段以降にAD変換さ
れます。AD変換段の入力レベルは各社ど
ういう設定になっているのでしょう。今日
重要な録音レベル設定の基本はHAへの入
力レベル（マイクロフォン出力）とHAの
対入力性能、HA出力レベルとAD変換段
入力性能が最も重要と考えます。余談にな
りますが筆者の使用していた音声調整卓で
はHA出力を受ける次段のAMP入力段が
若干弱くその分の余裕を考えて使用してい
ました。AD変換段の入力性能が気になる

のはそうした経験によるためかもしれませ
ん。またミキシング出力を受けるサミング
AMP段でもその入力性能が大きく影響し
ます。ミキシング時のピーク録音でも気を
付ける必要があります。筆者はデジタル音
声調整卓を使い始めたころからピークは避
けて若干低めのレベル設定ですべて使うよ
うにしています。

2）ピーク録音は音のカブリ対策？
　　大きな音は大きく。小さな音は小さく
　大きな音は大きく、小さな音は小さく。
現在ではSN比はほとんど無視できる性能
を有した機器がほとんどです。小さな音を
小さく録ることで問題が起きるのはその音
以外の音も一緒に録れてしまう場合です。
例えば楽器どうしのマルチマイクロフォン
でのカブリなどはその典型的なものです。
　ワンポイント収録時代、収録にあたって
は演奏の曲種やアンサンブルを含めてベス
トなポジションにマイクロフォンをセッテ
ィングしました。演奏者もそれを意識して
演奏したものでした。その後更に補助マイ
クロフォンをセッティングより良い録音へ
と進化するのですがここが重要です。小音
量楽器用の補助マイクロフォンはあくまで
補助であり、カブリが問題となるような使
い方はしません。どうもマルチマイクロフ
ォンとトラックダウンで創り上げる楽曲が
多くなって以降こうした傾向にあるように
思われます。スタジオ録音ならこうしたカ
ブリもかなり避けることもできます。演奏
者のアンサンブルを活かした録音を期待し
たい想いです。様々な考え方がありますが
音楽録音なのか、録音音楽なのか目的を明
確にして作品創りを心がけたいものです。

3）イコライジング
　アナログ時代に録音時にイコライジング
するか、トラックダウン時にするか、ちょ
っとした話題になったことがあります。ア
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かでフェードアウトするのでしょうか？後
にどれだけの余韻をのこすか、あるいはア
ウトし易い音楽フレーズはどこかと考える
のが大切です。それは5秒でもなければ7
秒でもありません。フェーダー操作はリニ
アーではなく音楽に合わせたデクレセント
なのです。仮に放送番組のエンディングな
どでも心あるディレクターは完奏になるよ
う計算しています。もし完奏がピアニシモ
ならエンジニアは完奏部を少しレベルを上
げるぐらいのことをすると終了感が上がり
ます。また効果音などの場合はどの音が一
番最後に小さく聴こえるかが大切です。そ
の音が最後に聞こえ音が無くなる点に向か
って自然に聴こえるようフェーダーをコン
トロールして行くのです。基本的なフェー
ドイン・アウトの操作だけでも押さえてお
くべきテクニックがあります。図参照

☆次回は
　今回は音声調整卓に求める機能とアナロ
グからデジタルに時代が進み考えるべき録
音の方法と基本的な素朴なミキシングテク
ニックについてお話ししました。賛否両論
あるかと思います。次回は素朴なミキシン
グテクニックとデジタル作業でのミキシン
グテクニックのお話しをより具体的な例を
参考に進めたいと思います。素朴なテクニ
ック（カットイン・アウト）、DAWでのサ
ラウンドテクニック基礎を予定しています。
いよいよ秋も深まりつつあります。寒い日
もあります。読者皆様におかれましてはく
れぐれも風邪などひかれぬようご自愛くだ
さい。

ですが若干音量を上げて意識して作品や番
組を聴いていると気になるのですが・・・
フェダー自体は聴感上問題が無いようにそ
の特性がリニアーに感じるようLog設定
で作られています。つまりエンジニアが一
定のスピードで操作すれば自然な増減が出
来るようになっているというわけです。し
かし現在の媒体や機器の性能は著しく進化
して特に低いレベルでは際限なく低いレベ
ルまで表現できる特性となっているため現
在のフェーダーの絞り込みレベル、およそ
70dBぐらいではその唐突感を意識してし
まうかも知れません。CDが登場した当時
でもこの感はありました。そこでアナログ
音声調整卓時代でも若干のSN比の悪さを
犠牲にしてもグループ回路経由でグループ
フェーダーと併せて使い耳を頼りに絞り込
みレベルを意識していました。前号でお話
ししたVCAが登場してからはSN比の問
題は一応解決して結構便利に多用した記憶
があります。デジタル音声調整卓でのフェ
ーダー操作での絞り込みもケースバイケー
スですがレベル設定コンフィグレーション
可能とならないかと思っています。

☆�素朴な疑問？テクニック　フェードイン・
フェードアウトⅡ
　技術的な問題はⅠでお話ししました。し
かし作品創りはそれだけでは終わりません
演出的なミキシングも大切な要素です。多
くのエンジニアがフェードイン・アウトを
時間軸で捉えて作業しているようです。た
とえば5秒ぐらいでとか・・・。サウンド
ドラマ制作では音楽をフェードアウトする
ことはまずありません。それはフェードア
ウトが必要な場面では音楽自体がそこでピ
アニシモでデクレッセンドして完奏するよ
うに作曲されれいるのが当たり前だからで
す。しかし仮に劇伴を途中でフェードアウ
トする必要が生じた場合、5秒とか7秒と

ナログ時代SN比確保のためにはピーク録
音と同じ理由で後からレベルを下げるのは
問題が少ないがある帯域を上げたりする場
合は若干の問題があるという考え方がその
理由です。アナログ時代でも機器の性能は
そこそこ良く筆者は収録時にイコライジン
グした場合そのチャンネルのイコライジン
グをメモっておきトラックダウン時にはそ
のイコライジング帯域のレベルを下げる方
向でバランス調整して作業していました。
また使用していたMCI社の音声調整卓には
イコライジングをマルチトラックレコーダ
ーの入力側とトラックダウンミックスモニ
ター側とで聴き比べるためのスワップスイ
ッチが各チャンネルに用意されていてとて
も便利でした。現在のデジタル音声調整卓
ではイコライザーに限らずコンプやリミッ
ター、エクスパンダーなど寸分違わず再現
や逆特性を得ることができます。上手く利
用してください。

　以上の点からしても90dB以上のダイナ
ミックレンジ確保、また周波数レンジも優
に40KHzで収録可能なミキシングができ
る状況となっています。基本的な録音レベ
ルやミキシングレベルに係わるテクニック
を含めた技術的な側面を今一度考えてみる
ことも必要とおもいます。

☆�素朴な疑問？テクニックフェードイン・
フェードアウトⅠ
　音楽作品の場合はあまり関係のないテク
ニックですが放送番組やサウンドドラマ作
品のミキシングでは多用するテクニックの
ひとつです。アナログ時代には媒体の特性
もありさほど気にならなかったのですが最
近アウトするあるいはインする瞬間どうも
音が唐突に切れたり出てきたりするように
感じるのは筆者だけでしょうか？小音量で
ながら聴取している時はさほどではないの ー 森田　雅行 ー


